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第
一
巻
（
大
正
三
年
二
月
十
八
日
）

三
社
託
宣
の
歴
史
的
及
び
批
判
的
研
究	

星
野
日
子
四
郎

先
づ
自
己
を
知
れ

　

―
日
本
文
明
研
究
機
関
の
整
備
を
促
す

―	

加
藤
玄
智

日
本
文
明
研
究
の
必
要	

井
上
哲
次
郎

精
神
の
修
養
と
大
和
魂	

高
木
兼
寛

オ
ロ
ツ
コ
族
に
就
い
て	

鳥
居
龍
蔵

日
本
に
於
け
る
義
犬
塚
伝
説
に
就
き
て	

高
木
敏
雄

武
士
と
敬
神	

芳
賀
矢
一

明
治
天
皇
の
御
治
蹟
と
世
界
の
大
勢	

箕
作
元
八

日
本
の
修
身
に
就
き
て	

林
博
太
郎

来
朝
所
感
の
一
端	

ス
タ
ル

越
前
、
淡
路
、
下
野
旅
行
瑣
談	
井
上
哲
次
郎

姉
崎
博
士
の
日
本
人
の
宗
教
感
情
論	
池
田
立
基

第
二
巻
（
大
正
三
年
十
一
月
十
日
）

三
社
託
宣
の
歴
史
的
及
び
批
判
的
研
究
（
承
前
）	

星
野
日
子
四
郎

日
本
仏
教
史
上
の
特
例	

村
上
専
精

日
本
の
修
身
に
就
き
て
（
承
前
）	

林
博
太
郎

日
本
文
化
の
支
那
に
及
ぼ
せ
る
影
響	

服
部
宇
之
吉

日
本
彫
刻
の
特
質	

中
川
忠
順

英
仏
独
三
国
に
お
け
る
宗
教
教
育
に
就
い
て	

保
科
孝
一

羅
馬
興
亡
論	

　

村
川
堅
固

国
民
思
想
の
統
一	

池
田
立
基

南
洋
旅
行
談	

小
野
孝
太
郎

滞
米
所
感	

姉
崎
正
治

遠
甲
二
州
旅
行
の
談
片	

加
藤
玄
智

横
浜
よ
り
エ
ル
サ
レ
ム
ま
で	

コ
ー
ツ

余
が
膠
洲
湾
滞
在
中
の
所
見	

山
本　

茂

第
三
巻
（
大
正
四
年
四
月
三
日
）

倭
論
語
の
神
託
に
現
は
れ
た
る
宗
教
思
想
の
位
置	

加
藤
玄
智

三
社
託
宣
の
歴
史
的
及
び
批
判
的
研
究
（
承
前
）	

星
野
日
子
四
郎

大
嘗
祭
に
就
て	

和
田
英
松

日
本
に
於
け
る
儒
教
の
順
応
性	

白
鳥
庫
吉

戦
争
と
我
国
民
の
使
命	

深
作
安
文

徳
川
慶
喜
公	

　

萩
野
由
之

道
教
概
観	

　

小
柳
司
気
太

独
逸
に
於
け
る
日
本
研
究
の
近
況	

石
橋
智
信

南
洋
旅
行
談
（
承
前
）	

小
野
孝
太
郎

日
本
文
化
の
支
那
に
及
ぼ
せ
る
影
響
（
承
前
）	

服
部
宇
之
吉

仏
蘭
西
の
国
民
性
に
就
い
て	

五
来
素
川

所
感	

荒
井
泰
治

現
下
の
神
社
対
宗
教
問
題	

報 

道 

子
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第
四
巻
（
大
正
四
年
十
一
月
三
日
）

倭
論
語
の
本
文
批
評
的
研
究	

加
藤
玄
智

熊
沢
蕃
山
の
朝
廷
に
対
す
る
考	

三
上
参
次

和
歌
と
戦
争	

佐
々
木
信
綱

道
教
の
特
質
及
び
其
影
響	

井
上
哲
次
郎

日
本
仏
教
の
二
大
発
達	

鷲
尾
順
敬

我
日
本
音
楽
の
将
来	

富
尾
木
知
佳

余
の
観
た
る
孔
孟
の
教	

渋
沢
栄
一

吾
等
民
族
の
覚
悟	

佐
藤
鐡
太
郎

山
東
の
天
地	

宮
川
仁
蔵

欧
米
漫
遊
所
感	

上
田
万
年

仏
教
の
威
儀
に
就
き
て	
長
井
真
琴

大
礼
の
要
旨

T
hree R

em
arkable E

xam
ple of P

hilanthropism
 in Japan

　

	
G

enchi K
ato

第
五
巻
（
大
正
五
年
五
月
十
三
日
）

倭
論
語
の
本
文
批
評
的
研
究
（
承
前
）	

加
藤
玄
智

支
那
陶
器
の
研
究
を
薦
む	

上
田
恭
輔

帝
国
憲
法
の
特
質	

清
水　

澄

日
本
人
の
拳
固
力	

松
本
亦
太
郎

戦
時
の
独
逸
国
民	

石
川
源
三
郎

西
蔵
文
明
の
起
源
及
現
状	

河
口
慧
海

戦
争
心
理
の
一
節	

速
水　

滉

宮
本
武
蔵
の
精
神
術	

福
来
友
吉

白
人
の
世
界
か
黄
人
の
世
界
か	

中
村
久
四
郎

露
西
亜
の
国
民
性
に
就
き
て	

八
杉
貞
利

御
大
礼
参
列
感
話	

林
博
太
郎
・
柳
田
國
男

神
社
対
宗
教
問
題
の
観
察
一
束	

道 

聴 

子

外
人
の
観
た
る
三
種
の
神
器	

長
井
真
琴

第
六
巻
（
大
正
五
年
十
一
月
三
日
）

巴
利
語
と
仏
教	

長
井
真
琴

支
那
陶
器
の
研
究
を
薦
む
（
承
前
）	

上
田
恭
輔

日
本
医
学
史
上
よ
り
観
た
る
流
行
病	

富
士
川
游

三
百
年
以
前
の
日
米
関
係	

村
上
直
次
郎

台
湾
視
察
談	

後
藤
新
平

言
語
を
説
明
資
料
と
す
る
こ
と	

藤
岡
勝
二

純
神
道	

田
中
義
能

村
上
式
注
意
術
と
教
育	

　

村
上
辰
午
郎

何
も
の
か
是
れ
宗
教	

加
藤
玄
智

余
の
見
聞
し
た
る
米
国	

服
部
宇
之
吉

ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
氏
著
「
日
本
儒
教
の
研
究
」（R

. C
. A

rm
strong: 
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L
ight From

 the E
ast; Studies in Japanese C

onfucianism

）
を
評
す

　

	

姉
崎
正
治

神
社
と
祖
先
崇
拝
と
に
関
す
る
世
論
一
瞥	

栗
原
広
廓

水
戸
彰
考
館
神
書
目
録
抄
本	

雨
谷　

毅

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
所
蔵
欧
文
神
道
書
類	

今
岡
信
一
良

L
ines on the A

ccession to the T
hrone of H

. I. J. M
 Yoshi-H

ito, 

122nd E
m

peror of Japan	
C

harlotte M
. Salw

ey

第
七
巻
（
大
正
六
年
五
月
一
日
）

台
湾
人
の
宗
教	

丸
井
圭
次
郎

水
墨
画
の
起
源
及
び
価
値	

瀧　

精
一

何
も
の
か
是
れ
宗
教
（
承
前
）	

加
藤
玄
智

禊
の
実
修	

伊
崎
良
熈

時
局
と
国
民
の
覚
悟	
白
鳥
庫
吉

村
上
式
注
意
術
と
教
育
（
承
前
）	

村
上
辰
午
郎

言
語
を
説
明
資
料
と
す
る
こ
と
（
承
前
）	

藤
岡
勝
二

群
衆
心
理	

桑
田
芳
蔵

日
本
音
楽
の
発
達	

田
辺
尚
雄

西
蔵
文
明
の
起
源
及
び
現
状	

河
口
慧
海

生
物
学
上
の
遺
伝
に
就
き
て	

山
内
繁
雄

日
本
労
働
者
の
生
活
状
態	

鈴
木
文
治

神
社
問
題
に
関
す
る
世
論
一
瞥	

栗
原
広
廓

ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
氏
著
「
日
本
儒
教
の
研
究
」
を
評
す

　

	

姉
崎
正
治

P
urport of the P

rincipal Shinto O
racles : In the W

arongo of 

Japanese A
nalects( - the Japanese B

ible)	
G

enchi K
ato

第
八
巻
（
大
正
六
年
十
月
三
日
）

山
鹿
素
行
子
の
聖
教
に
就
い
て	

山
本
信
哉

古
事
記
の
性
質
及
び
其
の
編
述
の
時
代	

安
藤
正
次

同
円
異
中
心
主
義	

吉
田
静
致

未
来
の
大
乗	

椎
尾
弁
匡

生
物
学
上
の
遺
伝
に
就
き
て
（
承
前
）	

山
内
繁
雄

日
本
武
士
道
と
西
洋
武
士
道	

高
木　

武

群
集
心
理
（
承
前
）	

桑
田
芳
蔵

女
性
の
心
理	

林
博
太
郎

何
に

（
マ
マ
）も
の
か
是
れ
宗
教
（
承
前
）	

加
藤
玄
智

安
藤
正
次
君
の
本
講
演
に
対
す
る
井
上
（
哲
）
文
学
博
士
の
批
評

報 

道 

子

神
道　

第
一
回

　
	

ミ
シ
ェ
ル
・
ル
ヺ
ン
著

　

	

田
中
経
太
郎
訳
述
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第
九
巻
（
大
正
七
年
六
月
五
日
）

「
神
道
」
と
云
ふ
語
の
用
例
に
就
き
て	

星
野
日
子
四
郎

教
育
の
力	

林
博
太
郎

平
安
朝
貴
族
の
生
活	

関
根
正
直

シ
ャ
マ
ン
教
よ
り
見
た
る
朝
鮮
の
巫
子	

鳥
居
龍
蔵

時
局
と
国
民
性	

野
田
義
夫

仏
蘭
西
に
於
け
る
伝
統
主
義
と
日
本	

池
田
立
基

現
代
国
民
の
飲
酒
と
次
代
国
民
の
体
質	

片
山
国
嘉

欧
米
宗
教
事
情	

矢
吹
慶
輝

高
密
城
及
其
附
近
の
旧
蹟	

青
島
一
会
員

須
田
飛
燕
君
の
倭
論
語
に
及
ぼ
せ
る
基
督
教
の
影
響
を
読
み
て

星
野
日
子
四
郎

第
十
巻
（
大
正
七
年
十
一
月
二
十
日
）

「
う
し
は
く
」
と
「
し
ら
す
」
て
ふ
言
葉
の
異
同
に
就
き
て加

藤
玄
智

伊
能
忠
敬
翁
及
び
翁
と
同
時
代
の
先
覚
者	

大
谷
亮
吉

仏
教
の
偸
盗
戒
に
就
き
て	

長
井
真
琴

明
治
天
皇
と
聖
徳
太
子	

黒
板
勝
美

本
地
垂
迹
の
原
理	

権
田
雷
斧

最
近
に
於
け
る
地
震
学
の
諸
問
題	

今
村
明
恒

ア
イ
ヌ
の
神
話
に
就
い
て	

金
田
一
京
助

精
神
病
の
境	

三
宅
鉱
一

犯
罪
の
発
生	

寺
田
精
一

真
空
の
応
用	

横
山
英
太
郎

基
督
教
信
者
の
日
本
大
名	

Ｍ
・
ス
タ
イ
ヘ
ン

満
鮮
所
見	

大
山　

柏

第
十
一
巻
（
大
正
八
年
五
月
三
十
日
）

仮
名
の
字
源
に
就
い
て	

橋
本
進
吉

現
代
の
神
社	

宮
地
直
一

特
殊
部
落
に
就
き
て	

遠
藤
隆
吉

犯
罪
の
調
節	

小
河
滋
次
郎

土
俗
よ
り
見
た
る
日
本
の
民
族	

中
山
太
郎

矢
部
駿
河
守
定
謙
に
就
い
て	

北
条
時
敬

科
学
と
工
業	

長
岡
半
太
郎

泰
山
と
曲
阜	

坂
部
正
健

第
十
二
巻
（
大
正
八
年
十
月
十
一
日
）

｢
し
ら
す｣

と｢

う
し
は
く｣

て
ふ
語
の
異
同
に
関
す
る
研
究加

藤
玄
智

豊
太
閤
と
大
政
所	

渡
辺
世
祐

平
安
朝
時
代
の
草
仮
名
（
伝
貫
之
及
び
行
成
の
筆
に
就
き
て
）

　

	

尾
上
八
郎
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仏
教
渡
来
前
に
於
け
る
国
家
組
織
と
神
道
の
成
立	

津
田
敬
武

地
方
的
迷
信	

井
上
円
了

｢

は
が
く
れ｣

と
武
士
道
と
の
関
係	

　

湯
原
元
一

古
の
ギ
リ
シ
ャ
人	

　

田
中
秀
央

第
十
三
巻
（
大
正
九
年
四
月
二
十
日
）

本
会
に
於
け
る｢

し
ら
す｣

｢
う
し
は
く｣

二
語
の
研
究
開
始
に
就
き

て
（
大
正
八
年
四
月
例
会
）	

　
　
　
　

加
藤
玄
智

我
国
体
の
特
色
を
論
じ｢

し
ら
す｣

｢
う
し
は
く｣

に
及
ぶ井

上
哲
次
郎

｢

し
ら
す｣

の
語
義
研
究
と｢

よ
さ
す｣
の
辞
義	

田
中
治
五
平

井
上
田
中
両
君
の
所
説
中
に
含
ま
る
る
矛
盾
の
解
除
如
何

加
藤
玄
智

｢

し
ら
す｣

と｢

う
し
は
く｣

て
ふ
言
葉
の
異
同
に
関
す
る
研
究
に
就

き
て
（
大
正
八
年
五
月
例
会
）	
加
藤
玄
智

古
典
の
用
例
よ
り
観
た
る
シ
ラ
ス
と
ウ
シ
ハ
ク	

河
野
省
三

国
語
史
上
よ
り
見
た
る｢

シ
ラ
ス｣

と｢

ウ
シ
ハ
ク｣	

安
藤
正
次

言
語
学
上
よ
り
見
た
る｢

シ
ラ
ス｣

と｢

ウ
シ
ハ
ク｣	

白
鳥
庫
吉

｢

シ
ラ
ス｣

と｢

ウ
シ
ハ
ク｣

の
対
立
双
用
上
の
意
義	

山
本
信
哉

以
上
所
説
に
対
す
る
批
評	

　
　
　

井
上
哲
次
郎

稲
に
関
係
あ
る
列
聖
の
御
名
に
就
き
て	

白
鳥
庫
吉

河
野
君
対
井
上
博
士
の
批
評
に
就
き
て	

加
藤
玄
智

更
に
一
言
す	

井
上
哲
次
郎

井
上
博
士
の
漢
字
の｢

神｣

の
字
と｢

カ
ミ｣

の
語
の
関
係
に
就
き
て

加
藤
玄
智

神
と
鬼
と
天
の
関
係
に
就
き
て	

　

井
上
哲
次
郎

｢

シ
ラ
ス｣

と｢

ウ
シ
ハ
ク｣

の
語
義
（
大
正
八
年
九
月
例
会
）三

矢
重
松

三
矢
君
の
批
評
に
答
へ
て｢

し
ら
す｣

｢

う
し
は
く
」
二
語
の
異
同
軽

重
に
及
ぶ	

加
藤
玄
智

三
矢
君
の
解
釈
を
評
す	

安
藤
正
次

安
藤
君
の
批
評
に
答
へ
て	

三
矢
重
松

「
し
ら
す｣

「
う
し
は
く｣

二
語
の
表
明
せ
る
根
本
精
神
を
把
拄
せ
よ

筧　

克
彦

人
（
マ
マ
）道
的
に
考
へ
た
る｢

し
ら
す｣

の
意
義	

補
永
茂
助

糧
食
問
題	

稲
垣
乙
丙

亜
米
利
加
印
度
人
部
落
の
一
瞥	

村
川
堅
固

第
十
四
巻
（
大
正
九
年
十
一
月
二
十
日
）

更
に｢

し
ら
す｣

と｢

う
し
は
く｣

二
語
の
異
同
に
就
き
て

　
	

加
藤
玄
智

昭
憲
皇
太
后
陛
下
の
御
坤
徳
（
若
葉
の
か
げ
）	

下
田
歌
子

音
声
の
研
究
に
就
き
て	

佐
久
間
鼎

文
字
と
支
那
の
社
会	

後
藤
朝
太
郎
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栄
養
問
題
に
就
き
て	

永
井　

潜

欧
米
漫
遊
所
見	

後
藤
新
平

南
部
九
州
及
琉
球
所
見	

大
山　

柏

修
養
の
一
方
法
と
し
て
の
断
食	

　
　

宮
坂
喆
宗

実
践
談
を
背
景
と
し
た
る
労
資
強
調
に
就
き
て	

斎
藤
精
一

思
想
界
の
動
揺
と
我
が
国
体
観	

　
　

本
郷
房
太
郎

T
H

E
 H

E
IK

E
 M

O
N

O
G

ATA
R

I	
A

.L
.Sadler

S
O

M
E

 P
R

IM
IT

IV
E

 S
U

R
V

IV
A

L
S

 IN
 O

L
D

 T
E

S
T

A
M

E
N

T
 

R
E

L
IG

IO
N

	
C

lara Sm
ith

第
十
五
巻
（
大
正
十
年
三
月
二
十
八
日
）

仏
教
と
酒
肉	
　

長
井
真
琴

「
し
ら
す｣

と｢

う
し
は
く
」
二
語
に
対
す
る
本
居
一
派
の
態
度

星
野
日
子
四
郎

人
種
差
別
撤
廃
問
題
に
就
き
て	

　
　

下
村　

宏

聖
徳
太
子
小
観	

黒
板
勝
美

日
韓
同
治
と
朝
鮮
研
究	

持
地
六
三
郎

東
照
宮
の
造
替
に
就
き
て	

平
泉　

澄

基
督
教
の
神
髄	

今
岡
信
一
良

書
籍
目
録
に
就
き
て	

和
田
万
吉

余
の
新
宗
教
論	

千
家
鐵
麿

T
H

E
 H

E
IK

E
 M

O
N

O
G

ATA
R

I	
A

.L
.Sadler

S
O

M
E

 P
R

IM
IT

IV
E

 S
U

R
V

IV
A

L
S

 IN
 O

L
D

 T
E

S
T

A
M

E
N

T
 

R
E

L
IG

IO
N

	
C

lara Sm
ith

第
十
六
巻
（
大
正
十
年
九
月
十
九
日
）

妙
貞
問
答
解
題	

阪
本
広
太
郎

神
道
の
研
究
に
就
て	

加
藤
玄
智

環
境
と
思
想	

市
村
瓉
次
郎

大
和
の
国
土	

山
崎
直
方

滞
欧
中
祖
国
の
思
想
界
を
回
顧
し
て	

堀
田
正
恒

徳
川
時
代
思
想
界
の
一
面
観	

津
田
左
右
吉

ホ
ル
ト
ム
博
士
の
神
道
の
起
源
に
関
す
る
研
究

　

―
諾
冉
二
神
の
性
質

―	

福
原
空
露

ホ
ル
ト
ム
博
士
の
諾
冉
二
神
に
関
す
る
意
見
を
聴
き
て	

中
山
太
郎

現
代
支
那
の
孔
子
教	

中
村
久
四
郎

自
治
生
活
の
新
精
神	

後
藤
新
平

世
界
的
一
大
秘
密
結
社	

今
井
時
郎

T
he A

ncient Japanese Sky-father and E
arth-M

other
　

―a Study in Shinto O
rigins

―	
D

. C
. H

oltom
第
十
七
巻
（
大
正
十
一
年
四
月
十
日
）

上
代
漢
民
族
の
間
に
行
は
れ
た
る
儀
礼
と
古
代
セ
ミ
チ
ッ
ク
人
種
の

祭
典
と
の
比
較
研
究	

上
田
恭
輔
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大
御
心	

芳
賀
矢
一

世
界
改
造
に
関
す
る
国
字
問
題	

田
中
館
愛
橘

大
祓
詞
に
現
は
れ
た
る
罪
悪
感
と
其
の
価
値	

津
田
敬
武

我
国
の
湖
沼
と
其
経
済
的
価
値	

田
中
阿
歌
麿

帝
王
学
の
教
科
書
三
代
御
記	

阪
本
広
太
郎

バ
ビ
ロ
ニ
ヤ
の
神
政
主
義	

原
田
敬
吾

西
伯
利
亞
ブ
リ
ヤ
ー
ト
地
方
旅
行	

鳥
居
龍
蔵

富
士
山
と
富
士
講	

エ
フ
・
ス
タ
ル

余
の
見
聞
せ
る
南
米	

藤
崎
三
郎
助

本
居
翁
自
身
も
「
し
ら
す
」
と
「
う
し
は
く
」
て
ふ
語
を
是
の
如
く

無
差
別
に
使
用
し
た
り	

加
藤
玄
智

T
H

E
 A

N
C

IE
N

T
 JA

PA
N

E
SE

 SK
Y-FA

T
H

E
R

 A
N

D
 E

A
R

T
H

-

M
O

T
H

E
R

 

―A
 ST

U
D

Y
 IN

 SH
IN

T
O

 O
R

IG
IN

S
―

　

	
D

. C
. H

oltom

P
O

E
M

S M
A

D
E

 O
N

 T
H

E
 R

O
YA

L
 V

ISIT
 O

F
 JITŌ

 T
E

N
N

Ō
 

T
H

E
 SH

R
IN

E
 O

F
 YO

SH
IN

O
 B

Y
 H

IT
O

M
A

R
O

　

	
E

. E
. Speight

第
十
八
巻
（
大
正
十
一
年
十
月
五
日
）

古
語
拾
遺
所
載
御
歳
神
の
祭
祀
に
就
い
て	

星
野
日
子
四
郎

欧
米
の
教
育
現
況
視
察	

林
博
太
郎

我
が
古
代
国
民
の
自
覚	

岡
田
正
之

教
育
勅
語
の
形
式	

紀
平
正
美

信
仰
に
関
す
る
家
紋	

沼
田
頼
輔

判
官
贔
屓	

藤
村　

作

産
業
革
命
と
人
心
の
動
揺	

上
田
貞
次
郎

鎌
倉
時
代
と
明
治
大
正
時
代
の
建
築	

関
野　

貞

明
治
の
法
律
と
法
律
学	

穂
積
重
遠

余
の
試
み
た
る
ア
ル
プ
ス
山
ア
イ
ガ
ー
東
尾
根
よ
り
せ
る
初
登
攀

槙　

有
恒

T
H

E
 A

N
C

IE
N

T
 JA

PA
N

E
SE

 SK
Y-FA

T
H

E
R

 A
N

D
 E

A
R

T
H

-

M
O

T
H

E
R

 

―A
 ST

U
D

Y
 IN

 SH
IN

T
O

 O
R

IG
IN

S

―

　

	
D

. C
. H

oltom

SC
H

A
M

A
N

ISM
U

S	
Von B

arathosi B
alogh B

enedek

E
R

E
T

Z Y
ISR

A
E

L
	

E
. A

. G
ordon

《
御
影
講
演
》

開
会
の
辞	

嘉
納　

純

日
本
の
天
然
と
国
民
性	

石
橋
五
郎

我
が
国
家
の
成
立
と
現
代
思
潮
の
趨
勢	

加
藤
玄
智

第
十
九
巻
（
大
正
十
二
年
三
月
二
十
日
）

陵
の
祭
と
陵
の
神
の
宮	

山
口
鋭
之
助

明
治
の
法
律
と
法
律
学
（
承
前
）	

穂
積
重
遠

ハ
ワ
イ
イ
の
土
俗
に
就
き
て	

藤
岡
勝
二
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日
本
古
代
船
舶
の
型
式	

西
村
真
次

和
歌
と
皇
室	

武
島
又
次
郎

神
道
研
究
書
目
草
案	

蜷
川
龍
夫

T
H

E
 A

N
C

IE
N

T
 JA

PA
N

E
SE

 SK
Y-FA

T
H

E
R

 A
N

D
 E

A
R

T
H

-

M
O

T
H

E
R

 

―A
 ST

U
D

Y
 IN

 SH
IN

T
O

 O
R

IG
IN

S

―

　

	
D

. C
. H

oltom

SC
H

A
M

A
N

ISM
U

S	
Von B

arathosi B
alogh B

enedek

第
二
十
巻
（
大
正
十
二
年
七
月
二
十
日
）

言
語
と
文
字
に
あ
ら
は
れ
た
我
が
国
民
性	

安
藤
正
次

神
社
の
発
達
に
関
す
る
一
観
察	

黒
板
勝
美

ハ
ワ
イ
イ
の
土
俗
に
就
き
て
（
承
前
）	

藤
岡
勝
二

日
本
古
代
船
舶
の
型
式
（
承
前
）	
西
村
真
次

国
文
学
と
註
釈	
島
津
久
基

親
鸞
の
人
格
及
び
其
の
首
張	

鷲
尾
順
敬

文
化
交
渉
の
心
理	

桑
田
芳
蔵

文
人
画
の
真
価	

大
村
西
崖

欧
米
よ
り
見
た
る
日
本	

植
松　

安

東
西
の
東
洋
学
者
に
就
て	

白
鳥
庫
吉

価
値
組
織	

鹿
子
木
員
信

SC
H

A
M

A
N

ISM
U

S	
Von B

arathosi B
alogh B

enedek

A
 M

O
U

N
TA

IN
 C

L
O

U
D

 AT
 D

A
W

N
	

Frances B
urnett

第
二
十
一
巻
（
大
正
十
三
年
六
月
五
日
）

震
災
に
由
つ
て
出
現
し
た
日
本
最
古
の
橋
脚	

沼
田
頼
輔

神
話
構
成
の
決
定
要
因
と
し
て
の
社
会
現
象	

松
村
武
雄

熊
沢
蕃
山
の
教
育
意
見	

春
山
作
樹

明
治
時
代
建
築
の
新

（
マ
マ
）歩	

伊
東
忠
太

維
新
前
後
の
琉
球
の
社
会
状
態	

東
恩
徳
寛
惇

今
後
の
東
京
の
地
震
に
つ
い
て	

今
村
明
恒

大
震
火
災
と
青
年
団	

宮
川
仁
蔵

古
語
拾
遺
関
係
書
目	

加
藤
玄
智
・
星
野
日
子
四
郎

SO
N

G
 IN

 C
E

L
E

B
R

A
T

IO
N

 O
F

 T
H

E
 R

E
C

E
N

T
 IM

P
E

R
IA

L
 

W
E

D
D

IN
G

 O
F

 T
H

E
 P

R
IN

C
E

 R
E

G
E

N
T

 A
N

D
 P

R
IN

C
E

SS 

N
A

G
A

K
O

 	
C

. M
. Salw

ay

SC
H

A
M

A
N

ISM
U

S	
B

arathosi Palogh B
enedek

第
二
十
二
巻
（
大
正
十
三
年
九
月
二
十
五
日
）

南
鮮
沿
岸
の
築
城
群
―
文
禄
慶
長
役
史
蹟
の
研
究

―	

伴
三
千
雄

日
本
の
数
学	

三
上
義
夫

三
蔵
と
は
何
ぞ
や	

長
井
真
琴

台
湾
生
蕃
の
土
俗
学
的
研
究	

後
藤
朝
太
郎

日
本
基
督
教
各
派
の
現
況	

相
原
一
郎
介

万
国
博
覧
会
参
加
五
十
年	

平
山
成
信
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土
人
保
護
の
事
業	

柳
田
國
雄
（
マ
マ
）

明
治
時
代
に
於
け
る
社
会
意
識
の
発
達	

綿
貫
哲
雄

富
嶽
に
登
り
て	

柴
田
孫
太
郎

O
N

 T
H

E
 H

IST
O

R
IC

A
L

 B
O

O
K

 K
O

G
O

SH
U

I	
G

enchi K
ato

第
二
十
三
巻
（
大
正
十
四
年
五
月
二
十
五
日
）

古
事
記
に
見
え
し
植
物	

白
井
光
太
郎

尾
張
国
府
宮
の
直
会
祭
と
人
身
御
供
及
び
追
儺	

加
藤
玄
智

日
本
と
漢
学
の
思
想	

小
柳
司
気
太

唐
代
の
文
献
よ
り
観
た
る
正
倉
院
御
物	

原
田
淑
人

歴
史
に
現
は
れ
た
る
統
合
の
力	

大
類　

伸

思
想
善
導
の
第
一
原
理	

広
井
辰
太
郎

新
武
道
の
国
際
的
運
動
に
就
い
て	
高
島
平
三
郎

南
洋
旅
行
記	
宮
坂
光
次

T
H

E
 ID

E
N

T
IF

IC
AT

IO
N

 O
F

 C
H

IN
E

SE
 P

H
O

E
N

IX
 

M
. U

. H
achisuka

第
二
十
四
巻
（
大
正
十
四
年
八
月
十
五
日
）

鈴
木
重
胤
の
真
人
物	

樹
下
快
淳

古
語
拾
遺
所
載
御
歳
神
の
祭
祀
に
於
け
る
白
色
動
物
に
就
き
て

星
野
日
子
四
郎

精
神
的
信
条
と
経
済
的
目
標	

寺
島
成
信

新
武
士
道
の
国
際
的
運
動
に
就
い
て	

高
島
平
三
郎

念
仏
往
生
の
教
義
の
発
達	

望
月
信
亨

T
H

E
 P

R
E

SE
N

T
 C

O
N

D
IT

IO
N

 O
F

 B
U

D
D

H
ISM

　

	
 Jam

es B
. P

ratt

N
O

T
E

S O
N

 SO
M

E
 SH

R
IN

E
S D

E
D

IC
A

T
E

D
 T

O
 C

E
R

T
A

IN
 

K
A

M
I O

R
 JA

PA
N

E
SE

 H
U

M
A

N
 G

O
D

S D
U

R
IN

G
 A

C
T

U
A

L
 

L
IF

E
 T

IM
E

 O
F

 D
R

. D
. C

. H
O

LT
O

M
	

G
enchi K

ato

第
二
十
五
巻
（
大
正
十
五
年
四
月
十
日
）

万
葉
集
概
説	

次
田　

潤

古
語
拾
遺
所
載
御
歳
神
祭
祀
に
見
え
た
る
動
植
物
に
就
き
て

星
野
日
子
四
郎

念
仏
往
生
の
教
義
の
発
達
（
承
前
）	

　

望
月
信
亨

今
日
に
処
す
る
の
道
如
何	

深
作
安
文

宗
教
と
し
て
の
神
道
の
深
さ
と
世
界
の
模
範
と
し
て
の
日
本千

家
鐵
麿

天
明
の
狂
歌
に
就
て	

野
崎
城
雄

宗
教
的
方
面
よ
り
見
た
る
台
湾
の
民
族
性	

丸
井
圭
治
郎

過
失
罪
に
就
て	

趙　

欣
伯

「
バ
ル
カ
ン
」
に
於
け
る
三
王
国
王
室
の
由
来
と
其
の
国
民
の
関
係

　

	

堀
口
九
万
一

故
ゴ
ル
ド
ン
夫
人
の
思
出	

佐
伯
好
郎
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伊
豆
大
島
見
聞
記	

法
月
俊
郎

S
H

O
T

O
K

U
-T

A
IS

H
I, A

 G
R

E
A

T
 E

D
U

C
A

T
O

R
 IN

 E
A

R
LY

 

JA
PA

N
	

Ji-yen R
ikim

aru

第
二
十
六
巻
（
大
正
十
五
年
九
月
五
日
）

浄
土
真
宗
沖
縄
開
教
前
史

　

―
仲
尾
次
政
隆
と
其
背
景

―	

伊
波
普
猷

現
代
的
神
社	

今
岡
信
一
良

航
空
心
理	

田
中
寛
一

布
哇
の
日
本
人	

浅
野
孝
之

大
邦
日
本
の
理
想	

大
川
周
明

予
が
見
た
る
最
近
の
露
西
亜	

八
杉
貞
利

欧
州
戦
争
後
に
於
け
る
物
価
貨
幣
為
替
問
題
の
概
観	
河
津　

暹

故
本
会
理
事
藤
崎
三
郎
助
君
略
歴	
一
記
者

S
H

O
T

O
K

U
-T

A
IS

H
I, A

 G
R

E
A

T
 E

D
U

C
A

T
O

R
 IN

 E
A

R
LY

 

JA
PA

N
	

Ji-yen R
ikim

aru

第
二
十
七
巻
（
昭
和
二
年
六
月
五
日
）

古
語
拾
遺
所
載
御
歳
神
祭
祀
に
見
え
た
る
動
植
物
に
就
き
て
（
其
二
）

星
野
日
子
四
郎

芸
術
に
於
け
る
模
倣
と
創
始	

松
本
亦
太
郎

本
邦
上
代
の
仏
教
に
就
て	

瀧　

精
一

当
主
藤
崎
三
郎
助
君
の
答
辞

《
食
卓
追
憶
談
》

藤
崎
君
と
本
会
の
事
業	

加
藤
玄
智

故
人
の
義
侠
心	

槙　
　

武

有
趣
味
な
る
故
人
の
人
格	

根
岸
練
次
郎

図
南
鵬
翼
の
大
志	

堀
口
九
万
一

商
利
を
超
越
せ
る
真
商	

宮
川
仁
蔵

故
本
会
理
事
藤
崎
三
郎
助
君
略
歴

日
本
上
代
に
於
け
る
宗
教
的
遺
物	

高
橋
健
自

静
寛
院
宮
に
対
す
る
国
民
の
感
謝	

樹
下
快
淳

回
教
主
問
題	

内
藤
智
秀

G
edanken über das Japanische N

ô-D
ram

a	
W

. G
undert

第
二
十
八
巻
（
昭
和
二
年
七
月
二
十
三
日
）

杭
上
家
屋
の
研
究	

宮
坂
光
次

古
語
拾
遺
新
註
の
著
者
池
辺
真
榛
大
人
の
生
涯	

坂
本
章
三

日
本
鳥
類
の
分
布
に
就
い
て	

黒
田
長
礼

東
方
仏
教
の
本
質
及
伝
統	

鷲
尾
順
敬

G
edanken über das Japanische N

oo-D
ram

a	
W

. G
undert

第
二
十
九
巻
（
昭
和
三
年
四
月
十
八
日
）

池
辺
真
榛
大
人
の
名
著「
古
語
拾
遺
新
註
」自
序
の
発
見	

加
藤
玄
智



554明治聖徳記念学会紀要〔復刊第 51 号〕平成 26 年 11 月

国
民
的
英
雄
の
理
想
化	

高
木　

武

マ
ヅ
ダ
教
の
原
典
に
就
い
て	

荒
木　

茂

聖
徳
太
子
と
神
道
的
精
神	

土
田
誠
一

謡
曲
の
拍
子
組
織
に
現
れ
た
る
国
民
性	

山
崎
静
太
郎

琉
球
の
祭
式
舞
踊
に
就
い
て	

伊
波
普
猷

大
津
事
件
の
回
顧	

沼
波
武
夫

社
会
的
生
活
条
件
と
知
能
の
発
達	

桐
原
葆
見

米
国
の
国
家
主
義
と
我
が
国
体	

津
田
敬
武

衛
生
学
上
よ
り
視
た
る
南
米	

石
原
喜
久
太
郎

我
邦
の
気
候
と
古
代
建
築
物
の
構
造
及
皇
陵	

川
村
精
一

川
村
理
学
博
士
の
講
演
を
聴
き
て	

山
口
鋭
之
助

余
が
少
年
保
護
事
業
の
過
去
三
年
間
の
回
顧
と
将
来
の
希
望

橋
本
勝
太
郎

O
N

 T
H

E
 SIN

G
L

E
 V

E
R

SE
 P

O
E

M
S O

F
 T

H
E

 JA
PA

N
E

SE
; 

R
A

N
G

IN
G

 F
R

O
M

 S
E

V
E

N
T

E
E

N
 T

O
 T

H
IR

T
Y

-O
N

E
 

S
Y

L
L

A
B

L
E

S
: K

N
O

W
N

 A
S

 H
O

K
K

U
, H

A
IK

A
I, A

N
D

 

TA
N

K
A

	
C

harlotte M
. Salw

ey

第
三
十
巻
（
昭
和
三
年
八
月
十
日
）

林
田
守
隆
翁
の
生
祠	

加
藤
玄
智

大
嘗
祭
の
精
神	

佐
伯
有
義

水
戸
義
公
と
其
の
修
史
事
業	

深
作
安
文

南
朝
回
顧
の
思
想	

中
村
孝
也

明
治
時
代
の
力	

河
野
省
三

T
H

E
 G

R
E

AT
 M

E
IJI T

E
N

N
O

	
W

illiam
 E

liot G
riffis

第
三
十
一
巻
（
昭
和
四
年
四
月
五
日
）

生
祠
谷
神
社
の
由
来	

加
藤
玄
智

古
典
文
学
と
近
世
歌
論
と
の
関
係	

久
松
潜
一

那
智
発
掘
物
の
仏
教
文
化
史
的
の
価
値	

石
田
茂
作

大
礼
に
現
れ
た
る
国
民
性	

八
束
清
貫

川
柳
と
法
律	

岡
田
朝
太
郎

社
会
的
児
童
問
題
の
輪
郭	

倉
橋
惣
三

宗
教
々
育
の
長
短	

大
村
桂
巌

支
那
の
文
献
に
現
れ
た
る
日
本	

山
口
察
常

盲
及
び
聾
者
の
教
育
と
保
護
の
変
遷	

川
本
宇
之
介

弁
才
天
の
信
仰	

大
山
公
淳

E
N

T
H

R
O

N
E

M
E

N
T

 C
E

R
E

M
O

N
IE

S 	
R

ichard Ponsonby Fane

M
E

X
IC

O
 A

N
D

 C
AT

H
O

L
IC

 C
H

U
R

C
H

	
 J. W

. T. M
ason

第
三
十
二
巻
（
昭
和
四
年
九
月
十
八
日
）

御
巫
清
直
大
人
と
大
神
宮
本
記
帰
正
鈔	

加
藤
玄
智

中
央
亜
細
亜
探
検
の
成
果
概
観	

石
川
幹
之
助

伊
勢
神
宮
特
殊
神
事	

江
見
清
風
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明
治
天
皇
御
治
政
の
初
期	

藤
井
甚
太
郎

満
州
の
古
今	

　

上
田
恭
輔

寿
府
の
世
界
宗
教
大
会
に
出
席
し
て	

友
枝
高
彦

PA
IN

T
E

R
S O

F
 JA

PA
N

	
C

. M
. Salw

ey

E
IN

IG
E

 JA
P

A
N

IS
C

H
E

 B
R

Ä
U

C
H

E
 IM

 L
IC

H
T

E
 

V
E

R
G

L
E

IC
H

E
N

D
E

R
 V

O
L

K
SK

U
N

D
E

	
L

ily W
eiser A

all

第
三
十
三
巻
（
昭
和
五
年
四
月
八
日
）

神
の
自
覚
に
住
し
て
自
ら
生
祠
を
設
け
た
松
平
楽
翁
公	

加
藤
玄
智

東
西
文
化
連
続
の
実
例	

西
村
真
次

日
本
古
代
文
化
精
神
と
希
臘
美
術	

団　

伊
能

朝
鮮
の
教
育
―
特
に
其
芸
術
教
育
に
就
て

―	
笹
川
種
郎

産
土
神
制
度
よ
り
古
社
と
後
世
勧
請
社
と
の
関
係
を
考
ふ

太
田　

亮

神
社
の
宗
教
的
価
値	

神
崎
一
作

回
教
徒
の
生
活
及
メ
ツ
カ
巡
礼
に
就
て	

田
中
逸
平

神
宮
式
年
遷
宮
に
奉
仕
し
て	

星
野
輝
興

伊
勢
神
宮
御
遷
宮
祭
に
供
奉
し
て	

角
南　

隆

SIR
 E

R
N

E
ST

 SAT
O

W
	

D
. C

. H
oltom

PA
IN

T
E

R
S O

F
 JA

PA
N

	
C

. M
. Salw

ey

W
H

AT
 I M

E
A

N
 B

Y
 C

U
LT

U
R

E
	

G
eorge V. B

lue

A
B

ST
R

A
C

T
S O

F
 T

H
E

 A
R

T
IC

L
E

S T
R

A
N

SL
A

T
E

D
 F

R
O

M
 

T
H

E
 JA

PA
N

E
SE

 IN
T

O
 E

N
G

L
ISH

	
M

.Sakurai

第
三
十
四
巻
（
昭
和
五
年
九
月
五
日
）

生
祠
巡
礼	

加
藤
玄
智

欧
米
教
育
の
現
況	

林
博
太
郎

古
神
道
に
関
す
る
一
考
察	

黒
板
勝
美

大
祓
の
詞
に
現
れ
た
る
祓
の
思
想
に
就
て	

御
巫
清
勇

日
本
温
浴
の
史
話	

中
桐
確
太
郎

近
世
に
於
け
る
森
林
経
済
と
林
政	

鳥
羽
正
雄

醍
醐
天
皇
と
其
一
千
年
御
遠
忌	

中
村
直
勝

故
文
学
博
士
栗
田
寛
先
生
遺
著
古
語
拾
遺
稜
威
男
健
を
読
む

　

	

本
多
五
陵

敷
田
年
治
大
人
の
業
績
と
人
物	

梅
田
義
彦

T
he M

eiji E
ra and the E

m
peror of Japan	

E
rnest W

. C
lem

ent

T
he L

ate R
ev. D

r. B
un-yu N

anjio	

一
記
者

A
bstracts of the A

rticles Translated from
 the Japanese into 

E
nglish	

S. O
no

第
三
十
五
巻
（
昭
和
六
年
四
月
十
日
）

台
湾
人
固
有
宗
教
の
特
徴	

増
田
福
太
郎

西
鶴
の
描
い
た
金
の
文
学
「
日
本
永
代
蔵
」	

佐
藤
鶴
吉

干
支
に
就
て	

大
沼
盾
雄
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甲
州
都
留
郡
の
人
民
生
前
よ
り
代
官
江
川
坦
庵
大
人
を
祭
祀
す

加
藤
玄
智

最
近
支
那
発
見
の
古
人
類
に
就
て	

松
村　

瞭

八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
公
の
治
蹟
に
就
て	

三
上
参
次

教
育
勅
語
と
現
代
の
教
育	

大
瀬
甚
太
郎

予
の
仏
典
批
判	

長
井
真
琴

精
神
立
国
と
武
徳
の
鍛
錬	

本
郷
房
太
郎

SO
N

G
S A

T
 A

 SA
C

R
E

D
 ISL

E
 IN

 T
H

E
 IN

L
A

N
D

 SE
A

 O
F

 

JA
PA

N
	

L
aurence B

inyon

SY
N

B
O

L
ISM

 IN
 T

H
E

 A
R

T
 A

N
D

 L
IF

E
 O

F
 T

H
E

 JA
PA

N
E

SE

C
. M

. Salw
ey

A
B

ST
R

A
C

T
S O

F
 T

H
E

 A
R

T
IC

L
E

S T
R

A
N

SL
A

T
E

D
 F

R
O

M
 

T
H

E
 JA

PA
N

E
SE

 IN
T

O
 E

N
G

L
ISH

	
S. O

no

第
三
十
六
巻
（
昭
和
六
年
九
月
五
日
）

台
湾
人
固
有
宗
教
の
特
徴
（
承
前
）	

増
田
福
太
郎

干
支
に
就
て
（
承
前
）	

大
沼
楯
雄

岩
倉
具
視
公
の
生
祠
岩
倉
神
社	

加
藤
玄
智

八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
公
の
治
績
に
就
て
（
承
前
）	

三
上
参
次

日
本
庭
園
の
型
の
発
達
に
就
い
て	

田
村　

剛

釈
潮
音
に
対
す
る
一
面
観	

梅
田
義
彦

吉
田
松
陰
の
研
究
に
就
て	

広
瀬　

豊

正
徳
、
利
用
、
厚
生	

鎌
田
栄
吉

K
A

M
P

E
I T

A
ISH

A
 T

O
 SO

N
O

 G
O

SA
IJIN

 O
R

 T
H

E
 F

IR
ST

 

C
L

A
SS G

O
V

E
R

N
M

E
N

T
 SH

R
IN

E
S A

N
D

 T
H

E
IR

 D
E

IT
IE

S

　

	
R

ichard Ponsonby Fane

T
H

E
 A

P
P

R
E

C
IA

T
IO

N
 O

F
 JA

P
A

N
E

S
E

 A
R

T
 IN

 A
N

 

A
M

E
R

IC
A

N
 M

U
SE

U
M

	
 D

orothy B
lair

A
B

ST
R

A
C

T
S O

F
 T

H
E

 A
R

T
IC

L
E

S T
R

A
N

SL
A

T
E

D
 F

R
O

M
 

T
H

E
 JA

PA
N

E
SE

 IN
T

O
 E

N
G

L
ISH

	
 S. O

no

第
三
十
七
巻
（
昭
和
七
年
四
月
一
日
）

御
成
敗
式
目
に
就
い
て	

植
木
直
一
郎

支
那
古
代
の
数
学	

三
上
参
次

浮
世
絵
に
就
い
て	

藤
懸
静
也

神
観
念
の
発
生
に
関
す
る
古
代
心
理	

原
田
敏
明

吉
川
惟
足
と
津
軽
信
政
公	

外
崎　

覚

修
験
道
概
観	

大
三
輪
信
哉

日
本
の
刀
剣
装
具
に
及
ぼ
せ
る
欧
羅
巴
の
影
響	

ボ
ク
サ
ー

日
本
古
代
の
研
究
に
就
い
て	

ア
グ
ノ
エ
ル

日
本
に
於
け
る
生
祠
設
立
の
年
時
と
其
分
布	

加
藤
玄
智

嗚
呼
故
神
宮
皇
學
館
教
授
三
上
左
明
学
士	

か
げ
生

K
A

M
P

E
I T

A
ISH

A
 T

O
 SO

N
O

 G
O

SA
IJIN

 O
R

 T
H

E
 F

IR
ST

 

C
L

A
SS G

O
V

E
R

N
M

E
N

T
 SH

R
IN

E
S A

N
D

 T
H

E
IR

 D
E

IT
IE

S 
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R

ichard Ponsonby  Fane

IN
C

E
N

SE
 A

N
D

 IN
C

E
N

SE
-B

U
R

N
E

R
S	

C
. M

. Salw
ey

A
B

ST
R

A
C

T
S O

F
 T

H
E

 A
R

T
IC

L
E

S T
R

A
N

SL
A

T
E

D
 F

R
O

M
 

T
H

E
 JA

PA
N

E
SE

 IN
T

O
 E

N
G

L
ISH

	
S. O

no

第
三
十
八
巻
（
昭
和
七
年
九
月
十
日
）

六
国
史
の
編
修
及
古
写
本
に
就
き
て	

佐
伯
有
義

明
治
天
皇
と
藤
波
言
忠
子
爵	

西　

忠
義

生
祠
義
斎
明
神
に
就
い
て	

富
士
川
游

蘭
学
の
内
容
と
蘭
学
者
の
態
度	

坂
沢
武
雄

古
事
記
神
話
と
創
世
記	

ワ
ノ
フ
ス
キ
ー

紅
海
沿
岸
に
在
る
国
々
特
に
エ
チ
オ
ピ
ヤ
に
就
い
て

黒
木
時
太
郎

神
皇
正
統
記
に
就
き
て	

星
野
日
子
四
郎

太
平
記
の
名
義
及
び
そ
の
生
成
発
達
変
遷
の
由
来	

高
木　

武

琉
球
諸
島
言
語
の
実
相	

宮
良
当
壮

近
世
の
森
林
経
済
に
於
け
る
上
方
の
特
色	

鳥
羽
正
雄

神
と
命	

原
田
敏
明

剣
の
信
仰
と
八
岐
大
虵	

宮
坂
光
次

神
の
悪
魔
要
素	

溝
口
駒
造

明
治
聖
徳
記
念
学
会
の
設
立
を
回
顧
し
て	

宮
川
仁
蔵

征
夷
大
将
軍
の
泥
中
跪
拝	

樹
下
快
淳

東
洋
の
宗
教
史
が
西
洋
学
者
に
投
じ
た
る
二
大
謎
問	

加
藤
玄
智

潜
め
る
力
の
尊
く
現
は
れ
た
る
姿
を
瞻
仰
し
て	

田
中
清
純

SO
N

G
 IN

 C
E

R
E

B
R

A
T

IO
N

 O
F

 T
H

E
 B

IR
T

H
D

A
Y

 O
F

 T
H

E
 

E
M

P
E

R
O

R
 M

E
IJI	

C
. M

. Salw
ey

SH
IN

T
O

 IN
F

LU
E

N
C

E
 O

N
 JA

PA
N

E
SE

 C
U

LT
U

R
E

　

	
 J.W

.T.M
ason

A
B

ST
R

A
C

T
S O

F
 T

H
E

 A
R

T
IC

L
E

S T
R

A
N

SL
A

T
E

D
 F

R
O

M
 

T
H

E
 JA

PA
N

E
SE

 IN
T

O
 E

N
G

L
ISH

 	
S. O

no

第
三
十
九
巻
（
昭
和
八
年
三
月
十
五
日
）

戸
隠
山
修
験
一
実
霊
宗
神
道
に
就
て	

小
林
健
三

台
湾
に
於
け
る
二
三
生
祠
の
実
例	

李　

添
春

心
学
の
本
領	

早
野
元
光

国
民
道
徳
史
よ
り
観
た
る
本
居
宣
長	

亘
野
章
三
郎

我
が
国
美
術
の
変
遷
を
述
べ
て
芸
術
の
社
会
的
使
命
に
及
ぶ津

田
敬
武

日
本
宗
教
の
現
勢	

桜
井　

匡

欧
米
諸
国
に
於
け
る
明
治
史
料
の
蒐
集
行
脚	

藤
井
甚
太
郎

フ
ァ
ッ
シ
ョ
と
東
洋
思
想
の
進
出	

五
来
欣
造

上
海
出
動
所
見	

稲
垣
孝
照

古
語
拾
遺
に
於
け
る
掃
守
の
訓
み
方	

溝
口
駒
造

伊
豆
三
島
大
社
の
御
祭
神
に
就
て	

石
井
広
夫
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本
会
二
十
周
年
記
年
祝
賀
会
記
事

Q
U

E
L

PA
R

T
 ISL

A
N

D
	

C
.M

. Salw
ey

F
O

U
R

 O
U

T
STA

N
D

IN
G

 F
E

AT
U

R
E

 O
F

 SH
IN

T
O

　

	
G

enchi K
ato

A
B

ST
R

A
C

T
S O

F
 T

H
E

 A
R

T
IC

L
E

S T
R

A
N

SL
A

T
E

D
 F

R
O

M
 

T
H

E
 JA

PA
N

E
SE

 IN
T

O
 E

N
G

L
ISH

	
S. O

no

第
四
十
号
（
昭
和
八
年
九
月
五
日
）

念
仏
上
人
子
引
歌
の
ア
イ
ヌ
語
に
就
い
て	

金
田
一
京
助

本
多
忠
籌
公
の
生
祠	

加
藤
玄
智

明
治
天
皇
の
御
孝
心	

上
野
竹
次
郎

明
治
時
代
の
文
学
及
其
後
文
壇
の
種
々
相	

千
葉
亀
雄

遼
の
古
都
を
尋
ね
て	

鳥
居
龍
蔵

神
社
の
本
質	
阿
部
国
治

日
本
人
の
神
木
崇
拝	
ホ
ル
ト
ム

農
村
問
題
の
重
点
と
其
対
策	

笠
森
伝
繁

越
中
鵜
坂
神
社
の
尻
打
祭	

小　

直
矩

O
H

O
YA

M
AT

O
 JIN

JA
	

R
.A

.B
. Ponsoby Fane

O
N

 T
H

E
 SH

IN
T

O
 F

E
ST

IVA
L

 JIN
ZA

I-SA
I	

A
kira A

sayam
a

A
B

ST
R

A
C

T
S O

F
 T

H
E

 A
R

T
IC

L
E

S T
R

A
N

SL
A

T
E

D
 F

R
O

M
 

T
H

E
 JA

PA
N

E
SE

 IN
T

O
 E

N
G

L
ISH

	
S. O

no

第
四
十
一
巻
（
昭
和
九
年
三
月
二
十
五
日
）

近
世
仏
教
神
道
と
日
本
精
神

　

―
戸
隠
山
修
験
神
道
の
考
察
を
中
心
と
せ
る

―	

小
林
健
三

神
道
に
於
け
る
自
然
神
の
研
究	

佐
伯
有
義

北
畠
親
房
の
史
観	

平
泉　

澄

万
葉
集
研
究
の
新
傾
向	

次
田　

潤

脇
能
の
二
三
に
就
い
て	

阪
元
三
郎

日
本
天
台
と
一
実
神
道
の
教
義	

田
島
徳
音

世
界
の
動
き
を
見
て	

小
尾
範
治

印
度
緬
甸
仏
蹟
旅
行
所
見	

長
井
真
琴

家
理
教
に
就
い
て	

宮
地
久
衛

S
O

N
G

S
 IN

 C
E

L
E

B
R

A
T

IO
N

 O
F

 T
H

E
 B

IR
T

H
 O

F
 T

H
E

 

IM
P

E
R

IA
L

 C
R

O
W

N
 P

R
IN

C
E

 O
F

 JA
PA

N
	

C
.M

. Salw
ey

F
O

U
R

 O
U

T
STA

N
D

IN
G

 F
E

AT
U

R
E

 O
F

 SH
IN

T
O

　

	
G

enchi K
ato

M
Y

 A
R

T
 P

IL
G

R
IM

A
G

E
 IN

 E
U

R
O

P
E

	
D

. B
lair

A
B

ST
R

A
C

T
S O

F
 T

H
E

 A
R

T
IC

L
E

S T
R

A
N

SL
A

T
E

D
 F

R
O

M
 

T
H

E
 JA

PA
N

E
SE

 IN
T

O
 E

N
G

L
ISH

	
S. O

no
第
四
十
二
巻
（
昭
和
九
年
九
月
十
五
日
）

台
湾
に
於
け
る
最
近
の
大
衆
爺
神
前
裁
判
事
件	

増
田
福
太
郎

神
道
に
於
け
る
自
然
神
の
研
究
（
承
前
）	

佐
伯
有
義
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明
治
天
皇
の
聖
蹟
と
御
聖
徳	

西
郷
従
徳

建
武
中
興
と
知
識
階
級
特
に
社
寺	

星
野
日
子
四
郎

明
治
初
年
の
皇
道
復
興
と
長
谷
川
昭
道	

飯
島
忠
夫

天
満
宮
崇
敬
と
潜
伏
吉
利
支
丹	

藤
里
好
古

支
那
に
於
け
る
西
洋
的
画
風
と
畊
織
図	

中
山
久
四
郎

故
星
野
日
子
四
郎
君
の
浮
世
絵
研
究
に
就
て	

藤
懸
静
也

星
野
朝
陽
先
生
に
就
て
の
追
憶	

大
沼
盾
雄

友
人
星
野
君
を
憶
ふ	

ペ
ツ
オ
ル
ト

星
野
朝
陽
先
生
の
逝
去
を
悼
み
て	

玉
置
照
信

故
星
野
学
士
の
思
ひ
出	

三
上
参
次

故
星
野
日
子
四
郎
君
の
学
風	

長
井
真
琴

故
星
野
日
子
四
郎
君
の
業
績	

加
藤
玄
智

IN
F

LU
E

N
C

E
S H

E
L

L
E

N
IST

IQ
U

E
S D

A
N

S L’A
R

T
	

J.H
ackin

A
B

ST
R

A
C

T
S O

F
 A

R
T

IC
L

E
S	

S. O
no

第
四
十
三
巻
（
昭
和
十
年
三
月
五
日
）

朝
鮮
の
風
水
信
仰	

金　

孝
敬

竊
視
禁
止
の
伝
説
と
し
て
の
狩
野
永
徳
の
画
け
る
鶴
の
絵

出
口
米
吉

山
鹿
素
行
先
生
に
就
い
て	

深
作
安
文

山
鹿
素
行
先
生
の
国
体
観	

村
田
英
彦

建
武
中
興
と
神
国
思
想	

中
村
孝
也

余
の
奄
美
十
島
に
視
た
る
宗
教	

宇
野
円
空

音
楽
よ
り
見
た
る
南
洋
島
民
の
文
化	

田
辺
尚
雄

鈴
木
重
信
撰
葦
水
翁
行
状
の
発
見
と
大
山
為
起
の
生
祠	

加
藤
玄
智

余
の
貧
児
教
育
二
十
年	

古
関
蔵
之
助

N
IB

U
K

A
W

A
K

A
M

I - JIN
JA	

R
ichard Ponsonby Fane

A
B

ST
R

A
C

T
S O

F
 A

R
T

IC
L

E
S	

S. O
no

第
四
十
四
巻
（
昭
和
十
年
九
月
二
十
五
日
）

台
湾
本
島
人
の
宗
教	

増
田
福
太
郎

明
治
天
皇
御
聖
徳
の
一
面	

須
長
真
彦

越
前
立
石
浦
に
於
け
る
酒
井
忠
勝
公
の
生
祠	

加
藤
玄
智

チ
ヤ
ン
バ
レ
ン
先
生
の
想
ひ
出	

岡
倉
由
三
郎

旧
友
チ
ヤ
ン
バ
レ
ン
の
終
焉
を
報
ず
る
ボ
ラ
ー
秘
書
の
書
翰
を
手
に

し
て	

ス
テ
ワ
ー
ト

T
O

 A
D

M
IR

A
L

 T
O

G
O

, JA
P

A
N

’S
 G

R
E

A
T

E
S

T
 N

A
V

A
L

 

V
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T
O

R
	

C
.M

. Salw
ey

YA
SO

SH
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A
 N

O
 M
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R
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R
.A

.B
.Ponsoby Fane

T
R

IB
U
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E

 T
O

 T
H

E
 L
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T

E
 P

R
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F
E

S
S

O
R

 B
.H

. 

C
H

A
M

B
E

R
L

A
IN

	
C

.B
. Sam

son

A
B

ST
R

A
C

T
S O

F
 A

R
T

IC
L

E
S	

S. O
no
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第
四
十
五
巻
（
昭
和
十
一
年
三
月
二
十
日
）

方
言
学
上
よ
り
観
た
る
琉
球
諸
島
の
言
語	

宮
良
当
壮

温
泉
利
用
と
国
民
性	

西
川
義
方

明
治
以
後
の
美
術	

脇
本
十
九
郎

憲
法
二
十
八
条
信
教
の
自
由
の
解
釈
に
就
い
て	

安
東
正
臣

駐
独
感
想	

永
井
松
三

皇
帝
の
側
近
よ
り
眺
め
た
る
満
州
帝
国
の
建
国
創
業	

石
丸
志
都
麿

仙
石
子
、
レ
ビ
教
授
、
ス
テ
ワ
ー
ト
三
君
に
献
ず
る
哀
悼
の
辞

林
博
太
郎

故
仙
石
子
爵
を
追
悼
す	

関
屋
貞
三
郎

故
ス
テ
ワ
ー
ト
君
と
の
辱
交	

加
藤
玄
智

T
H

E
 F

U
N

D
A

M
E

N
TA

L
 ID

E
A

S O
F

 K
U

R
O

ZU
M

I M
U

N
E
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D
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A
N

D
 T

H
E
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U
R

C
E

S	
 C

.W
. H

epner

A
 T

E
N

TAT
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E
 T

R
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N
SL
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N
 O

F
 T

H
E
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D

Ō
K

W
A

N
K
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G

enchi K
ato

L
E

 P
R

O
F

E
SSE

U
R

 SY
LVA

N
 L

É
V

I 

　

	
L

éon Julliot de le M
orandière

A
 T

R
IB

U
T

E
 T

O
 T

H
E

 M
E

M
O

R
Y

 O
F

 T
H

E
 L

A
T

E
 JA

M
E

S 

ST
E

W
A

R
T

	
J.B

. M
ason

A
B

ST
R

A
C

T
S O

F
 A

R
T

IC
L

E
S	

S. O
no

第
四
十
六
巻
（
昭
和
十
一
年
九
月
二
十
五
日
）

一
実
神
道
に
於
け
る
僧
慈
遍
の
学
説	

鎌
田
良
賢

山
鹿
素
行
と
貴
田
元
親
に
就
い
て	

　

木
村
定
三

親
し
く
拝
し
奉
り
し
明
治
天
皇
の
御
敬
神	

　
　
　

佐
伯
有
義

有
栖
川
宮
家
と
皇
室	

　
　
　
　
　
　

福
井
久
蔵

聖
徳
太
子
の
三
教
義
疏
に
就
い
て	

　

花
山
信
勝

極
東
史
上
に
於
け
る
満
州
の
歴
史
地
理	

　
　

白
鳥
庫
吉

宗
教
々
育
答
申
案
に
就
い
て	

　
　
　

入
沢
宗
寿

葡
国
の
親
日
詩
人
モ
ー
ラ
エ
ス
の
人
物
と
作
品	

　

会
田
慶
佐

ナ
チ
ス
独
逸
に
於
け
る
宗
教
紛
争	

相
原
一
郎
介

ブ
ラ
ジ
ル
に
於
け
る
日
本
移
民
と
宗
教	

　
　

野
田
良
治

K
O

D
O

K
U

W
A

N
K

I 	
Translated by R

.A
. B

.Ponsonby Fane

M
Y

 R
E

C
E

N
T

 T
E

N
T

A
T

IV
E

 T
R

A
N

S
L

A
T

IO
N

 O
F

 T
H

E
 

KŌ
D

Ō
K

A
N

K
I, R

E
V

ISE
D

	
G

enchi K
ato

O
N

 T
H

E
 C

L
A

SSIF
IC

AT
IO

N
 O

F
 B

U
D

D
H

ISM
	

B
urno Petzold

第
四
十
七
巻
（
昭
和
十
二
年
四
月
十
五
日
）

台
湾
北
ツ
オ
ウ
族
に
於
け
る
神
霊
及
び
タ
ブ
ー
の
観
念

　
	

増
田
福
太
郎

神
社
漁
業
史
序
説	

祝　

宮
静

明
治
政
教
の
真
諦	

中
島
忠
利

太
吾
上
人
高
井
前
證
師
の
両
生
祠	

加
藤
玄
智
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宮
号
の
沿
革	

芝　

葛
盛

仁
と
慈
悲
博
愛	

山
口
察
常

熱
河
遺
跡
保
存
の
急
務	

伊
東
忠
太

富
士
山
信
仰
に
就
い
て	

井
野
辺
茂
雄

大
僧
都
乗
因
略
伝	

鎌
田
良
賢

藤
田
幽
谷
の
筆
写
せ
る
「
琉
球
神
道
記
」
に
就
き
て	

福
田
耕
二
郎

ボ
ー
ネ
ル
氏
序
訳
神
皇
正
統
記
（
第
一
巻
）
を
読
む	

伊
東
謹
一
郎

A
 P

R
O

P
O

S D
E

 T
C

H
’ E

-C
H

O
U

A
I	

M
.C

. H
aguenauer

D
R

. G
E

N
C

H
I K

ATŌ
’S M

O
N

U
M

E
N

TA
L

 W
O

R
K

 O
N

 SH
IN

T
O

D
aniel C

. H
oltom

A
B

ST
R

A
C

T
S O

F
 A

R
T

IC
L

E
S	

S. O
no

第
四
十
八
巻
（
昭
和
十
二
年
九
月
）

財
団
法
人
明
治
聖
徳
記
念
学
会
創
立
二
十
五
年
に
際
し
て
明
治
天
皇

の
聖
徳
を
讃
頒
し
ま
つ
り
て
詠
め
る	

佐
伯
有
義

本
多
忠
籌
公
生
祠
の
由
来
と
其
郷
蔵
に
就
い
て	

黒
田
源
六

明
治
天
皇
の
聖
徳
に
就
い
て

　

―
広
島
大
本
営
御
滞
在
当
時
を
謹
述

―	

藤
岡
継
平

新
に
南
洋
を
視
察
し
て	

一
條
実
孝

本
会
二
十
五
年
史	

宮
坂
光
次

T
H

E
 O

R
IG

IN
 O

F
 T

H
E

 E
S

T
A

B
L

IS
H

M
E

N
T

 O
F

 T
H

E
 

KŌ
D

Ō
K

W
A

N
 T

R
A

SL
AT

E
D

 IN
T

O
 E

N
G

L
ISH

　

	
M

inoru O
no

A
B

ST
R

A
C

T
S O

F
 A

R
T

IC
L

E
S	

S. O
no

第
四
十
九
巻
（
昭
和
十
三
年
五
月
十
五
日
）

平
田
篤
胤
伝
の
再
検
討	

渡
辺
金
造

神
社
に
関
す
る
二
三
の
問
題	

岡
田
包
義

初
転
法
輪
寺
の
壁
画
と
南
北
仏
教	

野
生
司
香
雪

マ
レ
ー
の
竹
取
物
語	

宮
武
正
道

本
会
設
立
二
十
五
周
年
記
念
欧
文
論
纂
要
旨
紹
介	

伊
藤
謹
一
郎

《
会
員
本
尊
美
翁
追
憶
講
演
》

哀
悼
の
辞	

林
博
太
郎

我
れ
将
に
兜
を
脱
が
ん
と
す	

星
野
輝
興

本
尊
美
翁
の
日
本
研
究
と
其
人
格	

加
藤
玄
智

本
尊
美
先
生
性
格
の
一
面	

尾
野　

稔

本
尊
美
翁
を
憶
ふ	

大
谷　

登

D
R

. R
IC

H
A

R
D

 P
O

N
SO

N
B

Y
 FA

N
E

 A
N

D
 T

H
E

 “K
IN

G
LY

” 

W
A

Y
 	

T
hom

as B
aty

O
B

IT
U

A
R

Y
 N

O
T

E
	

R
ichard A

. B
. Ponsonby Fane

本
学
会
二
十
五
年
史
補
遺

U
N

U
 K

A
R

A
K

Y
T

E
R

IZ
A

 T
A

R
A

JT
O

 P
R

I L
A

 R
E

L
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C
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 L
'JA

PA
N
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O
P
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O
 K
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E
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 E
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A

 L
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E

C
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 K
U

N
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IA
J N

A
C

IA
J IN

ST
IT

U
C

IO
J 
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K
A

J IL
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 L

A
 

N
A

C
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 R
E

A
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清
一

第
五
十
巻
（
昭
和
十
三
年
八
月
十
五
日
）

古
事
記
日
本
書
紀
及
旧
事
本
紀
の
比
較
研
究	

佐
伯
有
義

心
学
思
想
の
変
遷	

石
川　

謙

風
土
記
に
就
て	

井
上
通
泰

通
信
史
概
説	

三
井
高
陽

一
宮
巡
詣
記
第
一
巻
全
文
の
発
見	

松
下
松
平

本
会
設
立
廿
五
周
年
記
念
邦
文
論
纂
要
旨
紹
介	

溝
口
駒
造

メ
ナ
ン
カ
バ
ウ
語
文
法
概
略	

宮
武
正
道
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第
五
十
一
巻
（
昭
和
十
四
年
五
月
二
十
五
日
）

明
治
川
神
社
の
末
社
伊
佐
雄
社
の
生
祠
と
其
特
色	

加
藤
玄
智

一
宮
巡
詣
記
挿
図
集	

松
下
松
平

貴
田
元
親
の
武
教
全
書
解
説
に
就
て	

木
村
定
三

日
本
精
神
と
美
術	

藤
懸
静
也

鈴
木
重
胤
大
人
の
神
祇
崇
敬
に
就
い
て	

樹
下
快
淳

回
教
徒
問
題
に
就
い
て	

大
久
保
幸
次

余
の
注
意
を
惹
け
る
二
名
著	

十
八
公
学
人

本
会
編
纂
の
神
道
書
籍
目
録	

坪
谷
水
哉
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H
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第
五
十
二
巻
（
昭
和
十
四
年
九
月
十
日
）

明
治
天
皇
御
物
奉
祀
の
神
宝
神
社	

　

加
藤
玄
智

明
治
天
皇
聖
徳
遺
薫
「
君
の
御
蔭
」
に
就
て

　

―
故
丸
山
正
彦
広
島
大
本
営
謹
記

―	

渡
辺
金
造

孫
悟
空
の
示
唆
と
時
局	

池
田　

栄

相
模
愛
甲
郡
の
サ
イ
ト
バ
ラ
ヒ	

武
田
久
吉

基
督
教
が
東
洋
伝
道
史
上
に
遭
遇
せ
る
難
問
題	

前
島　

潔

ハ
ミ
ッ
チ
ュ
博
士
の
独
訳
・
倭
姫
命
世
記
を
読
む	

伊
藤
謹
一
郎
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第
五
十
三
巻
（
昭
和
十
五
年
五
月
二
十
日
）

紀
元
二
千
六
百
年
を
言
寿
き
奉
り
て
詠
め
る
歌
并
に
反
歌

佐
伯
有
義

旧
事
紀
訓
解
の
解
題	

松
下
松
平

鳥
見
霊
畤
と
吉
野
離
宮	

森
口
奈
良
吉

東
北
方
言
の
実
地
調
査
と
音
声
学
上
の
新
発
見	

宮
良
当
壮

台
湾
仏
教
の
特
質	

李　

添
春

日
本
文
学
に
於
け
る
情
と
理	

久
松
潜
一

本
会
編
纂
刊
行
の
神
道
書
籍
目
録
に
対
す
る
角
田
柳
作
氏
の
書
評
を

読
む	

溝
口
駒
造

研
究
評
釈
坂
翁
大
神
宮
参
詣
記
を
読
む	

徳
富
蘇
峰
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第
五
十
四
巻
（
昭
和
十
五
年
十
月
二
十
五
日
）

旧
事
紀
訓
解
の
解
題
（
承
前
）	

松
下
松
平

ア
ル
タ
イ
諸
語
の
研
究	

服
部
四
郎

過
去
七
仏
と
古
典
の
神
々

　

―
年
代
的
神
本
仏
迹
説
の
一
考
察

―	

鏡
島
寛
之

聖
冏
の
神
道
論
に
就
い
て	

嵐　

瑞
澂

橘
三
喜
が
諸
国
一
宮
へ
奉
納
し
た
る
中
臣
祓	

梅
田
義
彦

余
の
伝
承
せ
る
明
治
天
皇
の
御
聖
徳
に
就
い
て	

沢　

宣
一

明
治
開
国
以
来
の
思
想
推
移
に
見
る
我
が
国
民
性	

皆
川
治
広

六
百
年
前
の
参
宮
紀
行

　

―
加
藤
博
士
の
坂
翁
大
神
宮
参
詣
記

―	

福
田
謹
四
郎
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第
五
十
五
巻
（
昭
和
十
六
年
四
月
二
十
五
日
）

神
武
道
の
本
質	

佐
藤
堅
司

歴
史
地
理
学
の
諸
問
題
―
支
那
古
地
理
学
の
考
察

―	

丸
茂
武
重

武
家
時
代
文
学
と
日
本
精
神	

野
村
八
良

台
湾
に
於
け
る
国
語
の
教
育	

安
藤
正
次

儒
教
の
宗
教
性
に
就
て	

藤
沢
親
雄

行
を
中
心
と
し
て
観
た
る
儒
教	

山
口
察
常

旧
事
大
成
経
伝
授
者
長
野
釆
女
の
伝
記
に
就
い
て	

嵐　

瑞
澂

北
越
雪
譜
の
著
者
に
就
い
て
問
は
れ
て	

高
野
正
治
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第
五
十
六
巻
（
昭
和
十
六
年
九
月
二
十
五
日
）

日
本
書
紀
の
撰
修
に
つ
い
て	

坂
本
太
郎
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普
門
律
師
の
梵
暦
運
動
と
師
の
略
伝	

工
藤
康
海

惟
神
考

　

―
孝
徳
天
皇
紀
を
中
心
と
し
て

―	

安
津
素
彦

肥
後
に
於
け
る
加
藤
清
正
に
対
す
る
信
仰	

近
藤
喜
博

明
治
天
皇
の
聖
徳
を
偲
び
奉
り
て
恤
憐
の
道
を
論
ず	

高
田
真
治

教
育
勅
語
の
御
精
神
と
国
民
の
覚
悟

　

―
昭
和
十
五
年
に
教
育
勅
語
渙
発
五
十
周
年
を
迎
へ
て

―

　

	

林
博
太
郎

旧
事
紀
訓
解
の
旧
蔵
者
六
人
部
節
克
の
伝
記
資
料	

松
下
松
平

昭
和
十
六
年
玉
鉾
会
の
展
観
古
語
拾
遺	

佐
伯
有
義
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第
五
十
七
巻
（
昭
和
十
七
年
五
月
十
五
日
）

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
宣
戦
の
詔
を
承
給
は
り
て
皇
軍
の
い
ち
速

く
立
て
し
偉
勲
を
称
へ
て
詠
め
る
歌	

佐
伯
有
義

倭
姫
命
聖
訓
「
慎
莫
怠
」
の
含
蓄
と
其
成
語
の
由
来	

加
藤
玄
智

大
国
隆
正
の
本
学
思
想	

小
豆
沢
英
男

出
雲
玉
作
湯
神
社
と
其
御
祭
神	

宮
坂
光
次

吉
見
幸
和
の
中
世
神
道
観	

清
原
宣
雄

蘭
印
の
回
教
に
就
い
て	

宮
武
正
道

和
蘭
の
蘭
印
経
営
史	

板
沢
武
雄

番
匠
の
祖
神
に
就
い
て	

伊
東
忠
太

高
野
正
治
兄
を
悼
む	

寺
沢
智
了

会
員
伯
爵
徳
川
達
孝
、
同
陸
軍
大
将
河
合
操
、
同
子
爵
阪
谷
芳
郎
三

閣
下
及
同
島
連
太
郎
大
人
を
輓
す	

加
藤
玄
智

Som
e N

otes on the L
ife and T
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es of Shotoku, P

rince-R
egent 

of Japan	
 A

nnie Shepley O
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ori

第
五
十
八
巻
（
昭
和
十
七
年
八
月
十
日
）

信
州
北
佐
久
郡
小
沼
村
高
山
家
後
庭
内
奉
安
明
治
天
皇
生
祠

　

	

加
藤
玄
智

維
新
宏
謨
の
顕
揚	

望
月
健
夫

西
行
法
師
の
歌
集
に
就
い
て	

伊
藤
嘉
夫

支
那
刑
法
小
史	

仁
井
田
陞

詩
豪
と
し
て
の
石
川
丈
山	

矢
板　

寛

宮
古
島
の
地
史	

大
塚
弥
之
助

明
治
天
皇
の
御
日
常
を
偲
び
ま
つ
り
て	

奥
村
拓
治

南
方
踏
破
の
先
覚
真
如
法
親
王
の
御
事
蹟
考	

加
藤
精
神

一
科
学
者
の
見
た
る
日
本
信
仰
観	

佐
藤
定
吉

張
鼓
峰
戦
闘
の
実
相	

尾
高
亀
蔵
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第
五
十
九
巻
（
昭
和
十
八
年
七
月
三
十
日
）

幕
末
明
初
に
於
け
る
闢
邪
思
想
の
展
開	

前
島　

潔

《
故
白
鳥
故
藤
崎
両
理
事
追
憶
学
術
講
演
》

〔
第
一
講
〕
支
那
思
想
と
天
文
学	

飯
島
忠
夫

〔
第
二
講
〕
南
方
の
民
族
と
宗
教	

宇
野
円
空

〔
第
三
講
〕
聖
徳
太
子
御
撰
勝
鬘
経
義
疏
に
就
い
て	

花
山
信
勝

《
故
白
鳥
故
藤
崎
両
理
事
追
憶
談
》

（
一
）
本
会
に
対
す
る
白
鳥
藤
崎
二
君
の
御
功
績	

林
博
太
郎

（
二
）
藤
崎
の
親
類
と
し
て
見
る
故
人
と
史
学
者
白
鳥
博
士

内
ケ
崎
作
三
郎

（
三
）
藤
崎
白
鳥
二
理
事
の
人
格
を
仰
ぐ	

加
藤
玄
智

（
四
）
藤
崎
白
鳥
両
家
を
代
表
し
て
の
謝
辞	

白
鳥　

清

詩
豪
と
し
て
の
石
川
丈
山
（
承
前
）	
板
橋　

寛

第
六
十
巻
（
昭
和
十
八
年
十
月
三
十
日
）

神
宮
文
庫
と
勤
皇
運
動	

荒
木
田
楠
千
代

神
国
意
識
の
発
展	

大
山
公
淳

幕
末
勤
皇
僧
に
観
る
日
本
精
神	

工
藤
康
海

少
年
不
良
の
主
因
―
環
境
か
性
格
か

―	

橋
本
勝
太
郎

詩
豪
と
し
て
の
石
川
丈
山
（
承
前
完
結
）	

矢
板　

寛

明
治
神
宮
献
詠
歌
に
就
い
て

　

―
明
治
節
御
記
念
講
演

―	

武
島
又
次
郎

満
州
国
勢
観	

中
山
久
四
郎

ビ
ル
マ
の
国
情	

山
田
秀
蔵

　
【
附
記
】

　
　

大
正
元
年
十
一
月
三
日
、
故
加
藤
玄
智
博
士
を
中
心
に
設
立
さ
れ
た
明

治
聖
徳
記
念
学
会
は
、
同
二
年
三
月
に
『
明
治
圣
德
記
念
學
會
紀
要
』
第

一
巻
を
発
行
、
つ
い
で
同
九
年
三
月
六
日
に
財
団
法
人
と
な
っ
た
の
を
期

に
、第
十
三
巻
よ
り
『
財
團
法
人
明
治
圣
德
記
念
學
會
紀
要
』
と
題
さ
れ
た
。

従
っ
て
正
確
に
は
、『
明
治
圣
德
記
念
學
會
紀
要
』
と
『
財
團
法
人
明
治
圣

德
記
念
學
會
紀
要
』
と
が
混
在
し
て
い
る
。
本
目
録
で
は
、
戦
後
「
復
刊
」

さ
れ
た
『
明
治
圣
德
記
念
學
會
紀
要
』
と
区
別
す
る
意
味
で
、「
財
團
法
人

明
治
圣
德
記
念
學
會
紀
要
総
目
録
」
と
題
し
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

明
治
聖
徳
記
念
学
会
事
務
局




